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こぼれ話～わたしたちの岡谷を知ろう ２～ 『岡谷のウナギ 』

小丸山
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江戸時代＜1733（享保18）年＞の絵地図「新倉村」

江戸時代の絵地図に描かれた簗 上・下二か所確認できる
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↑2020（令和2）年 岡谷市都市計画基本図
1/2500を部分複写

かつて、岡谷のウナギは簗（やな）漁で捕った

簗に関するおもな記録

湖沼のウナギの習性を利用した漁法で、海
で産卵・孵化をし、淡水に遡る「降河回遊」
の生活形態を利用したもの

↑岡谷市HPより

簗：川の中に木や竹を並べて組み、水をせ
き止めて魚を捕らえる仕掛け
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②2002年「駒沢区誌」駒沢区発行 p.477
③1955年「川岸村誌 続」 川岸村誌刊行会 p.322
④1955年「川岸村誌 続」 川岸村誌刊行会 p.321
⑤川岸小学校資料室所蔵

（岡谷市川岸 鮎澤 毅氏 複写・提供)

かつて駒沢簗があった場所
改修された簗番小屋

←昭和27年 駒沢簗と簗番小屋
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そして今・・・

「うなぎのまち岡谷の会」が平成10年に、1月の最終の丑の日を「寒の土用丑の日」に制定
食文化の向上とまちの活性化をねらう

岡谷のウナギの蒲焼きは・・・
・裂きは背開き関東風
・焼きは蒸さない関西風
・濃くて甘めのタレが旨い！

駒沢簗：昭和20年代撮影と推定

←2024年 市内鰻専門店にて 市史編さん室撮影
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川岸 駒沢簗
(最後の簗場）

上簗、 下簗推定位置についての
参考文献：
「川岸小学校150周年記念誌」2024年
開校150周年実行委員会発行 p.77

明治35年 駒沢簗設置願の
添付見取図
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岡谷市内全（11）小中学校
三学期にウナギ給食提供
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参考文献：1955年「川岸村誌 続」川岸村誌刊行会発行．
1980年「諏訪湖の漁労」小林茂樹 著． 2002年「駒沢区誌」駒沢区発行．

2024年 市史編さん室撮影
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↑2025年 市内鰻専門店の暖簾 市史編さん室撮影

学校給食で提供された蒲焼き
2023年 岡谷市立長地小にて

市史編さん室撮影

天保10年 簗運上金（漁業税） 上簗 84両余
同年 納額減免と新簗設置願 駒沢村 新次郎願上
明治維新前 天竜川洪水を理由に高島藩が上下二簗撤去

命令
明治7年二簗取り払い 希望者が権利金を拠出、存続決定

これにより駒沢簗のみとなる
昭和4年 西天竜取入口ダム 天竜川下流発電ダム建設
昭和12年 釜口水門建設 鰻に極度の制約
昭和23年 株式による実施 大規模簗に改造
昭和49年 6／10

撤去の話合い成立 組合と県で調印 組合員18名

小丸山



「橋原橋（はしばらばし）」は‘びったら橋’だった

江戸時代、諏訪湖はよく氾濫し
たため、高島（諏訪）藩は流れを
妨げる橋の架設を禁止した。そこ
で、上部に凹をつけた大石の橋台
を川底に置き、その上に板を渡し
て川を渡った。通行者があると橋
板がたわみ、川面をびたびたと打
つため、びったら橋といわれた。

「うち橋」とある。
川面が橋板を打つの
でこう呼んだか？

現在もあ
る薬師堂

江戸時代＜1733（享保18）年＞
の絵地図「橋原村」
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昭和９年 橋原橋渡り初め

かつての「びったら橋」の橋台

「びったら橋」
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長野自動車道岡谷高架橋

古文書（旧蹟年代記）によると、1845（弘化２）年に「始テ天竜川ニ橋掛ル」とあり、びったら橋は取り払われた

現在の橋原橋の位置（天竜川南側が橋原区）

天竜川

佐原永泉
＜大正5年－平成14年＞
諏訪郡湊村の山岡家の
生まれ

挿絵「びったら橋」の原画
佐原永泉 画（43ｃｍ×60．2ｃｍ）

天竜川に架かる鉄道鉄橋

昭和11年 岡谷市鳥瞰図一部（レプリカ）
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「びったら橋」橋台
橋原区公会所で保管

していた橋台が橋のた
もとに移設された。

現在

平成１０年３月２８日
治水記念祝賀式典挙行
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現在

橋台の穴に綱
を通し、橋板
の片方と結わ
えつける構造
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参考文献：岡谷市教育委員会発行．
ふるさとウォッチング
おかや歴史の道 文化財めぐり
ガイド編．p．117 「びったら橋」．
1990．

11

びったら橋の解説板（平成3年岡谷市教育委員会）

画像出典

出水の時に橋
板の一方が外
れても流失し
ないようにし
ておき、天候
が回復すれば
元の橋台に載
せた。
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② 2020（令和2）年 岡谷市都市計画基本図 1/2500を部分複写
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